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■ＮＨＫ福岡にて"まちの修理屋さん"として紹介されました(12/10)

県が音頭取りしている、まちの修理屋さん事業の紹介の一つとして、当社の家具(桐たんす)の再生
(洗い・リフォーム)の事がＮＨＫ福岡放送の火曜日夕方の番組”街角情報フロム福岡"にて放送され
ました。当社で再生をさせていただいたお客様も、お孫さんと登場していただきました。延べ３時
間も収録して行ったのですが、１分程度と短すぎでした

■家具の日に、親父が生まれた日に・・・(11/1)

こちらは、１１月１日の西日本新聞筑後版(朝刊)の記事。今回は記者から
の取材申込みがあり２時間程お話しましたが、中途半端な短い記事に。

私のパソコン歴と今の仕事の関係の取材でしたが、１６歳の私に「パソコ
ン習っとかんか？」と薦めたのは亡父でした。１１月１日は、その亡父の
誕生日。しかも、一般にはあまり知られてない「家具の日」でもあります。
記者には、このことは話さなかったのですが、期せずして同じ日に記事に
なったのは、不思議な因果を感じました。ＰＣは私にとってはノミとカン
ナと同じで"道具"でしかありません。

■着物の収納には桐たんすを

お仕事やご趣味で着物をたくさんお持ちの方、また、数は少ないけれども、代々受け継いだ大切な
着物をお持ちの方もあるかと思います。衣装箱等は、長期の保存には向いていません。

桐たんすの引出は精度が必要です。湿気の多い時は引出が若干固くなって湿気を防ぎ、乾いた気候
になると引出に若干隙間を作り、中の湿気を逃がすようになっています。これにより、引出内部の
湿度を一定に保ち着物を守るようになっています。

また、桐はアルカリ性質ですので、虫が付きにくく、さらに、発火点も高く、燃えにくい材です。 
桐たんすは値段が高い、と思っている方もあると思いますが、 お持ちになっている着物一枚分程度
です。わずか一枚分で安心と満足が買えます。

■転落防止&掛布団の落下防止にサイドパネルを

組子ベッドのオプション、サイドパネルは転落防止、また、掛布団の
落下防止、また、ベッドから立ち上がる際に手がかりになり便利。取
り付けも、ベッドを傾けて下に敷き込めばＯＫ。好きな位置に動かせ
もします。これは寝相の悪い私の実体験からですが、サイドパネル一
個だと羽毛布団がずり落ちて困ってました。そこで、試しに２個使っ
てみたら、ずり落ちることがなくった次第です。立ち上がる際も両腕
使えますからとても楽。お薦め下さい

■ベッドの下にはモノを置かないことです

最近発行された、収納に関して
の本に、ベッドの下の空きス
ペースは引出タイプのプラケー
スを使いましょう～的なことを
書いてありました。でも、これ

には、たいへん疑問です。

確かに収納スペースにはなりますが、ベッドの下の空間は
意味があります。それはマットや布団の湿気を逃がす為に
空けておく必要があるのです。また、ベッドの下は結構ほ
こりも溜まり、ダニの住処にもなったりしますので、毎日でも掃除機をかけ清潔にすることです。

他社のベッド(販売されているかも知れませんが)で、ベッドの下が引出付き、また収納庫になってい
るものは、中はカビだらけらなっている場合もありますのでご注意下さい。

■スノコの筋は組子の為

当社の組子ベッドのスノコには、幅３ｍｍ深さ３ｍｍの溝
を付けています。右下の写真をみていただくと分かるよう
に、組子のダイヤ型になった一部がスノコのド真ん中に
乗っている部分があるので、筋を設けて湿気を逃がしてい
るのです。他社メーカーで意味なく真似ている所がありま
すが、当社のスノコの筋には意味があるのです。

■冬にカビが発生しやすくなります

桐たんすと結露の話など。冬に、意外と多いのがカビ。おや？とお思いの方もあ
るかと思いますが、梅雨と同様に、冬もご用心。

"結露"。分かりやすくは、窓に付く水滴です。"へのへのもへじ"と書いた経験は皆
さんおありかと。なぜ水滴が着くかと言えば、湿気は室内の気温が下がると、空
気中にため込む湿気の量が少なくなり、余ったものがガラス窓に水滴となって着

くのです。ガラスは分かりいいのですが、壁やタンスにも水分が着くことになります。これがカビ
の原因となるのです。

桐たんすの場合は、引出の中への湿気の進入を防ぎます。桐材は独立気泡体という独自の細胞構造
を持っていて湿気を中に通しにくく、また、発散しやすい構造なのです。大切な着物や衣類、また、
毛皮製品にも適しています。カビさせては台無しかと。ぜひ、当社の桐たんすをご検討下さい。

なお、組子ベッドもこの時期は要注意です。日中はふとんを半折りして、湿気を逃がすことをお薦
め下さい
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ＤＮＡ 我が社の遺伝子情報であり、会社史であり、備忘録であり、
自分史であり、ドキュメンタリーでもあります

■ならぬ堪忍するが堪忍

亡き親父の木彫で"韓信の股くぐり"の作です。ショールー
ム併設の彫刻ギャラリーに展示中です。７０歳近くになっ
ての作品だったと思います。「韓信」とは、漢の天下統一
に功績のあった名将です。

故事ことわざ辞典引用

韓信が若い頃、町のごろつきに喧嘩を売られたが、韓信は
大志を抱く身であったからごろつきと争うことを避けた。
言われるまま彼の股の下をくぐらされるという屈辱をあえ
て受けたが、その後韓信は大成し、天下統一のために活躍したという故事
から。将来に大望のある者は、目の前の小さな侮りを忍ぶべきという戒め

である。「感心なことだ」の意味で相手を褒める際、「韓信」と「感心」をかけて「感心の股くぐ
り」と洒落て使うことがある。

どういう思いでこの作品を作ったかの経緯は分かりませんが、お客様に作品のことを聞かれるたび
に、この「韓信」というのは、いかなる人生を送ったかに興味がいくようになりました。たどりつ
いたのが「項羽と劉邦」。中国の大河ドラマでもあったようでＤＶＤで全17巻ありました。韓信は
国土無双の百戦百勝には驚きました。大志をいだくとまではいきませんが、将来を見据えたら我慢
すべきと、親父の彫刻を改めてみている所です

■ものを慈しむ、脱・断捨離

本が毎年１００冊ほど増えてとうとう置くところがなくなってし
まいました。大方の本は、二度読むことはありませんので、思い
切って"断捨離"して、捨ててしまえ～とも思いましたが、つまら
ん本でも一冊作るのにも作者はたいへんだったろうな～と思うと
簡単に捨てるのも気の毒になってしまう。

どこかに棚を、、、といっても、もう～棚を作る壁が残ってない。
なんとか見つけたのが、事務所のトイレの中。入り口に上にも２段付けましたので全部で８段。こ
れで約300冊は置けそうで、３年くらいはもてそう。"断捨離"ならぬ、” ”でした。脱・断捨離

■商工会議所から感謝状いただきました

大川家具工業会から商工会議所の議員を出すことになっておりまして、

三年、お役目致しました。

■机の下の機能美(^^;)

私が使っている机の下です。仕事＋プライペートで毎日約１０
～１２時間は座っていることになります。この机、元々は両袖
机でしたが、左の引出部分は、とうの昔に取っ払い、片袖に
なってます。その引出部分は靴入れに、手前にテッシュボック
ス(桐製)、その下はゴミ箱、中央はオットマンスイタルの足乗
せ(中身は桐のピース)、その右はオイルヒーターです。見かけ
は悪いですが機能的になってますよ(^^)

■うづくりタワシとは・・・

うづくりタワシとかバレンとか呼ばれるもので、桐たんすの木
目を引き立たせるのに必須な工具です。直径が４ｃｍほど。ホ
ウキの先を丸く束ねた格好をしてます。穂先の出が少なくなっ
たら、紐を一重、二重と解き、真ん中に出ている紐を引いてし
ごくと、穂先が出るようになってます。

米びつ製作講座の参加者から、「この中の素材はなんです
か？」と聞かれたと職人が言ってきました。私も知りません
(^^;)そこで、よくよく調べてみました。うづくりタワシの中身
は、"干したカルカヤの根"ということです。では、その"カルカ
ヤ"とはなんぞやです。

－百科事典マイペディアより引用－

イネ科の多年草，メガルカヤとオガルカヤの総称であるが，前
者をさす場合が多い。メガルカヤは本州～沖縄，東アジアの山
野にはえる。茎はやや太く，高さ0.7～1m。葉は広線形で，基
部に長い白毛がまばらにはえる。 

■桐製猫鍋(ねこなべ)

息子が懇意にしていた猫カフェが閉店するという
ので、記念として猫用の木製猫鍋をプレゼントし
たそうです。桐材は暖かく、湿度も調整してくれ
る優れた材料でもあるので、猫ちゃん、気持ち良
さそうに丸まっていたそうです。

■臭い、臭いで一騒動

工場から、くさい、くさい、どこかでビニールの焦げた匂いが
すると、言ってきた。急ぎ現場急行。モーター、コンセント、
配電盤に手を当ててみるが、熱くなっているものはない。じゃ、
上？と蛍光灯類も当たってみるが常温。気のせい？でもない。
やっぱりくさい。特定出来ないので、とりあえず窓を開け、消
火器を側に置いて、様子をみることに。しばらくして、アイロ
ンがコンセントに刺さっていて、それがホウキに当たっている
ことを発見。担当本人もビックリ。大事にならなくてよかった
ものの、鼻がしばらくは曲がってしまった(^^;)

■コンセントの回りの清掃

１０月の初め、福岡の整形外科での火災では１０名が死亡ということ
で、いたたまれないことでした。1階の処置室に置かれた、温熱治療用
の器具の電気プラグが差し込まれていたコンセントの周辺に、ショー
トした跡があることがわかっていて、火災当日は雨が降っていたこと
から、コンセントの隙間にたまったほこりが湿気を吸い、発火する、
「トラッキング現象」が起きた可能性があると言われています。

当社では毎朝、工場の掃除を行ってますが、この事故のあと、はじめ
てコンセント回りの清掃を行いました。工場内ではほこりは日常茶飯
事。怪しい所が数カ所見つかりました。 
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大川家具工業会から商工会議所の議員を出すことになっておりまして、

三年、お役目致しました。

■机の下の機能美(^^;)

私が使っている机の下です。仕事＋プライペートで毎日約１０
～１２時間は座っていることになります。この机、元々は両袖
机でしたが、左の引出部分は、とうの昔に取っ払い、片袖に
なってます。その引出部分は靴入れに、手前にテッシュボック
ス(桐製)、その下はゴミ箱、中央はオットマンスイタルの足乗
せ(中身は桐のピース)、その右はオイルヒーターです。見かけ
は悪いですが機能的になってますよ(^^)

■うづくりタワシとは・・・

うづくりタワシとかバレンとか呼ばれるもので、桐たんすの木
目を引き立たせるのに必須な工具です。直径が４ｃｍほど。ホ
ウキの先を丸く束ねた格好をしてます。穂先の出が少なくなっ
たら、紐を一重、二重と解き、真ん中に出ている紐を引いてし
ごくと、穂先が出るようになってます。

米びつ製作講座の参加者から、「この中の素材はなんです
か？」と聞かれたと職人が言ってきました。私も知りません
(^^;)そこで、よくよく調べてみました。うづくりタワシの中身
は、"干したカルカヤの根"ということです。では、その"カルカ
ヤ"とはなんぞやです。

－百科事典マイペディアより引用－

イネ科の多年草，メガルカヤとオガルカヤの総称であるが，前
者をさす場合が多い。メガルカヤは本州～沖縄，東アジアの山
野にはえる。茎はやや太く，高さ0.7～1m。葉は広線形で，基
部に長い白毛がまばらにはえる。 

■桐製猫鍋(ねこなべ)

息子が懇意にしていた猫カフェが閉店するという
ので、記念として猫用の木製猫鍋をプレゼントし
たそうです。桐材は暖かく、湿度も調整してくれ
る優れた材料でもあるので、猫ちゃん、気持ち良
さそうに丸まっていたそうです。

■臭い、臭いで一騒動

工場から、くさい、くさい、どこかでビニールの焦げた匂いが
すると、言ってきた。急ぎ現場急行。モーター、コンセント、
配電盤に手を当ててみるが、熱くなっているものはない。じゃ、
上？と蛍光灯類も当たってみるが常温。気のせい？でもない。
やっぱりくさい。特定出来ないので、とりあえず窓を開け、消
火器を側に置いて、様子をみることに。しばらくして、アイロ
ンがコンセントに刺さっていて、それがホウキに当たっている
ことを発見。担当本人もビックリ。大事にならなくてよかった
ものの、鼻がしばらくは曲がってしまった(^^;)

■コンセントの回りの清掃

１０月の初め、福岡の整形外科での火災では１０名が死亡ということ
で、いたたまれないことでした。1階の処置室に置かれた、温熱治療用
の器具の電気プラグが差し込まれていたコンセントの周辺に、ショー
トした跡があることがわかっていて、火災当日は雨が降っていたこと
から、コンセントの隙間にたまったほこりが湿気を吸い、発火する、
「トラッキング現象」が起きた可能性があると言われています。

当社では毎朝、工場の掃除を行ってますが、この事故のあと、はじめ
てコンセント回りの清掃を行いました。工場内ではほこりは日常茶飯
事。怪しい所が数カ所見つかりました。 


